
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの肥満は健康にどんな影響があるの？ 

 
島原市立第四小学校 

令和5年1２月２０日 

保健室 文責 溝田 

 小学生期の肥満

は、左の資料にある

ような高い割合で、

大人になってからも

肥満の状態を継続

するデータが出て

います。 

 

肥満の状態が続くと、血液中の脂質異常や糖尿

病、高血圧といった大人がなるようないわゆる「生活習慣

病」と言われる状態に若い年齢からなるリスクが高

くなります。これらの状態は、命に直結する「脳
のう

卒中
そっちゅう

」

「心筋
しんきん

梗塞
こうそく

」を起こすことにつながりやすくするのです。 

 

 基本的な生活習慣

（食事・すいみん・衛生

面・運動等）は、子ども

時代に形成されます。 

 特に食習慣は、家

族の状況に影響される

ことが多いものです。家

庭で過ごす時間が多く

なる冬休み。家族全体

で「生活習慣」について

考えてみましょう。 

生活習慣を改善するのは 今です！！ 



 

 


